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秋 田 市 医 師 会 ニュース
発行 一般社団法人 秋田市医師会

 新執行部業務分担一覧 

６月28日開催の第６回理事会において、理事業務分担が下記の通り決定い

たしましたので、お知らせいたします。

○ 秋田市医師会理事業務分担表 (任期：Ｈ３０．６．８～Ｈ３２．６)

職 務 氏 名 担 当 業 務 副担当業務・その他

会 長 松 岡 一 志 統 括

(松岡内科クリニック)

副会長 湊 元 志 看護学校長、開業会員指導、三師会 第一会長代行

(湊 小 児 科 医 院） 感染症・予防接種 小児保健医療福祉、学校保健

石 川 達 哉 社保、医事紛争、産業保健・産保センター 第二会長代行

(秋田県立脳血管研究センター) 認知症予防対策、新型感染症対策 三師会、大規模災害・救急医療

理 事 熊 谷 肇 社保、高度医療機能活用事業、在宅医療・介護連携事業 肺がん検診、介護保険・在宅医療

(熊 谷 内 科 医 院) ＩＴ(電子ｶﾙﾃ、レセプト電子化、HP、ｵﾙｶ含)

小 泉 達 朗 医業経営、福祉厚生、看護学校会計、たばこ問題 会計、訪問看護ステーション

(小 泉 耳 鼻 咽 喉 科) 集談会・生涯教育

田 中 秀 則 広報・健康教育、医療を考えるつどい、子宮がん検診 勤開連携、骨粗鬆症検診

(御野場たなかレディースクリニック)

成 田 裕一郎 大規模災害・救急医療、医療安全、骨粗鬆症検診 県医師会理事、福祉厚生

(中 通 総 合 病 院) 勤務医・準会員、小児保健(運動器)

石 垣 智 総務(事務局管理､理事会､総会､代議員関係) 福祉厚生(ゴルフ)

(いしがき整形外科クリニック) 制度･組織、地域別班協議会 共済会(ゴルフ)

吉 岡 知 巳 母性保健医療･性教育、集談会・生涯教育 社保、子宮がん検診、乳がん検診
(秋田厚生医療センター) たばこ問題､ 医療安全

村 田 雅 彦 特定健診・特定保健指導、乳がん検診、勤開連携 医療安全、消化器がん検診

(秋 田 赤 十 字 病 院) 大規模災害・救急医療

藤 枝 信 夫 自殺予防対策、認知症予防対策、ボランティア活動 社保、産業保健・産保センター

(清 和 病 院) 在宅医療・介護連携事業

大 野 忠 行 会計、共済会会計 感染症・予防接種
(大 野 小 児 科 医 院) 小児保健(循環器・運動器)

佐 藤 勤 副看護学校長、勤務医・準会員、 新型感染症対策

(市 立 秋 田 総 合 病 院) 大規模災害・救急医療

長谷山 俊 之 介護保険・在宅医療、訪問看護ステーション 在宅医療・介護連携事業

(長谷山内科医院) 認知症予防対策

及 川 圭 介 会報、共済会、消化器がん検診、肺がん検診 ＩＴ、福祉厚生

(及 川 医 院) 在宅医療・介護連携事業

濱 島 由 紀 産業保健・産保センター、健康スポーツ医学 特定健診・特定保健指導、広報･

(濱 島 医 院) 新型感染症対策 健康教育、医療を考えるつどい

稲 見 育 大 小児保健医療福祉、学校保健 感染症・予防接種

(いなみ小児科ファミリークリニック)
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第10回秋田市医師会功労者表彰および
第27回医療機関職員永年勤続表彰を開催

７月18日(水)午後６時40分から秋田キャッスルホテ

ルにおいて、今年度、秋田市医師会功労者表彰を受賞

された鈴木明文先生、米山泰夫先生、池田和子先生を

お迎えし、多くの会員、関係者出席のもと表彰式典が

挙行されました。また、併せて行われた医療機関職員

永年勤続表彰では、各医療機関において永く医療・看

護を支えてこられた21名の職員の方々に松岡会長より

表彰状が授与されました。引き続き開催された親睦会では、「若美ベンチャーズ」のライブ

ショーに会場は多いに盛り上がりました。（出席者89名）

社保コーナー 適宜増減ってなんだろう
理事 熊谷 肇

薬剤の「用法および用量」に、しばしば「症状に応じ適宜増減」と書

かれています。「適宜増減」とはなんでしょう。

一般的な解釈では通常用量の１/２から２倍の範囲で増減が可能とさ

れています。ただし「適宜増減」があっても「１日の最大量は〇〇mgま

でとする」と書かれている場合はその量が上限となります。「適宜増減」が書かれていない

場合は、厳密に「用法および用量」を守らなければなりません。

「適宜減量」というのも見かけます。例えばアミティーザカプセルは「症状に応じ適宜減

量する」とあります。この場合は通常用量が上限ということになります。

また、年齢によって上限が異なる薬剤もあります。ベルソムラ錠には「通常、成人には１

日１回20mgを、高齢者には１日１回15mgを就寝直前に経口投与する」と記載されています。

高齢者とは65才以上を指します。

「適宜増減」があっても１/２未満あるいは２倍を超えた量、「適宜増減」がない薬剤では

通常用量から外れた量を処方するときには、レセプトにコメントとして理由を記載しないと

査定されます。注意してください。

【 会 員 の 異 動 】
区分 氏 名 前 勤 務 先 等 異 動 先 等 所 属 班

異動 村 山 徳 治 村山クリニック H30.8.1 村山クリニック 土 崎 南 班
院長から勤務医へ

〃 村 山 仁 村山クリニック H30.8.1 村山クリニック 土 崎 南 班
勤務医から院長へ

入会 坂口裕紀(※) 雄勝中央病院 H30.7.1 秋田赤十字病院 赤十字病院班

（※:準会員）
【８月 行 事 予 定】

２(木) 第３回理事会運営会議(18:30) 23(木) 顧問との懇談会(19:15 秋田ｷｬｯｽﾙﾎﾃﾙ)

３(金) 第５回会報編集委員会(19:00 あわい) 29(水) 乳幼児健診事業報告会並びに乳幼児

10(金) 秋田市との懇談会(18:30 秋田ﾋﾞｭｰﾎﾃﾙ) 健診管理講習会(19:00 秋田市保健所)

23(木) 第９回理事会(18:30 秋田ｷｬｯｽﾙﾎﾃﾙ)
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